
　
　

昨
年
、
厚
生
労
働
省
が
、
再
編
・
統

合
の
議
論
が
必
要
と
判
断
し
た
病
院
名
に
、

平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
が
含
ま
れ
て

い
た
為
、
老
朽
化
が
進
む
生
月
病
院
に
関

し
て
先
般
、「
地
域
協
議
会
」「
生
月
病
院

を
存
続
さ
せ
る
会
」「
生
月
区
長
会
」
と
の

連
名
で
病
院
存
続
の
要
望
書
が
出
さ
れ
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
く
の

か
？　
　

市
長　

島
内
唯
一
の
病
床
を
有
す
る
病
院
と

し
て
診
療
所
（
医
師
１
人
病
床
数
１９
床
以

下
の
施
設
）
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

救
急
告
示
病
院
と
し
て
の
機
能
を
存
続
さ

せ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
の
ま

ま
の
病
床
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
経
営
診
断
・

経
営
分
析
を
行
い
、
病
床
機
能
の
転
換
や

病
床
数
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
病
院
本
体
は
、
平
成
２２
年
度
に
耐

震
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
当
面
は
使
用

で
き
る
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
は
設
備
維

持
改
修
に
対
応
し
な
が
ら
、
改
築
や
新
築

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

　
　

出
来
れ
ば
生
月
で
も
、
地
元
説
明
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
に
対
し
て
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
「
病
床
機
能
の
転
換
や

病
床
数
の
削
減
の
考
え
方
」
な
ど
を
説
明
し
、

生
月
地
区
３
団
体
と
も
連
携
し
て
現
在
の

住
民
の
利
用
率
を
少
し
で
も
上
げ
る
為
に

も
、
住
民
の
生
の
声
を
集
め
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
な
ど
意
見
集
約
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
。

病
院
局
長　

生
月
地
区
に
お
い
て
は
、
住

民
説
明
会
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
地
域
三

団
体
と
も
連
携
し
て
、
意
見
集
約
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
地
域
全
体
の
医
療
の

将
来
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
議
論
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

多
く
の
住
民
は
生
月
病
院
の
診
療

所
化
を
懸
念
し
て
お
り
、
今
後
「
病
床
機

能
の
転
換
や
病
床
数
の
削
減
と
診
療
科
目

適
正
化
の
考
え
方
」
を
丁
寧
に
説
明
し
て

も
ら
い
た
い
。
国
の
目
的
は
「
入
院
医
療
の

効
率
化
と
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制
」

で
あ
り
、「
医
療
の
切
捨
て
」
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
住
民
も
病
院
機
能
の
充

実
を
願
っ
て
い
る
。
目
的
と
手
段
を
考
慮
す

る
よ
う
お
願
い
す
る
。

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
公
立
病
院
に
つ
い
て

QQQQQ

QQQQ意
見

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
、
消
費
税
１０
％
な
ど
、

く
ら
し
や
営
業
が
大
変
だ
。
市
長
は
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

消
費
税
増
税
で
一
時
的
に
景
気
が
落

ち
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
想
定
外
で
、
市
民
へ
の
影

響
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
。

　
　

医
療
費
の
助
成
を
高
校
生
ま
で
に
す

る
こ
と
や
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
・
助

成
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
強
い
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
戸
市
で
も
実
施
す

べ
き
だ
。

福
祉
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
医
療
費
助

成
を
、
高
校
生
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

高
校
生
ま
で
の
延
長
は
、
年
間
約
４

０
０
万
円
で
で
き
る
、
と
い
う
の
が
以
前
の

答
弁
だ
っ
た
。
間
違
い
な
い
か
。

福
祉
部
長　

以
前
答
弁
し
た
と
お
り
で
間

違
い
な
い
。

　
　

高
校
生
ま
で
の
助
成
、
長
崎
県
は
他

の
都
道
府
県
よ
り
も
お
く
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
松
浦
市
、
佐
々
町
、
西
海
市
が
実
施

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
間
違
い
な
い
か
。

福
祉
部
長　

南
島
原
市
も
昨
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
　

先
日
も
、
兵
庫
県
明
石
市
で
学
校
給

食
費
を
無
料
に
す
る
と
報
道
さ
れ
た
が
、　

全
国
に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
助
成
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
給
食
は
食
育
で
、
義
務

教
育
の
一
環
だ
か
ら
、
日
本
国
憲
法
が
定
め

る
通
り
、
無
償
に
、
と
い
う
措
置
だ
。

　

憲
法
は
第
26
条
で
、「
す
べ
て
の
国
民
は

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
」「
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
す
る
子

女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負

う
。
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
。

　

平
戸
市
で
は
学
校
給
食
は
食
育
、
教
育

と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

そ
う
考
え
て
い
る
。

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
、
消
費
税
10
％
な
ど
で

　

く
ら
し
・
営
業
が
た
い
へ
ん

　

今
こ
そ
く
ら
し
・
営
業
の
支
援
を

　

平
戸
で
も
学
校
給
食
費
や
子
ど
も
医
療
費

　
へ
の
助
成
の
拡
充
を

QQQQQQ QQ

QQ

　
　

昨
年
９
月
、
厚
生
労
働
省
が
全
国
４

２
４
公
的
病
院
に
対
し
て
、
再
編
統
合
の

再
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
公
表
し
た

が
、
そ
の
う
ち
、
平
戸
市
は
平
戸
市
民
病

院
と
生
月
病
院
の
２
病
院
が
対
象
と
さ
れ

た
。
地
域
医
療
、
自
治
体
病
院
の
役
割
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。　

市
長　

両
病
院
は
、
医
療
圏
域
内
唯
一
の
病

院
と
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
、
増

進
を
図
る
た
め
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、

介
護
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
で
は
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
長
崎
大
学
と
連
携

し
、
国
際
医
療
人
育
成
事
業
（
平
戸
市
民

病
院
を
国
内
拠
点
と
し
て
、
国
際
医
療
人

育
成
事
業
に
関
す
る
医
師
の
就
業
施
設
、

研
修
施
設
の
確
保
を
図
る
こ
と
で
平
戸
市

の
医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
施
策
）
を
行
う
。

　
　

地
域
医
療
会
議
で
、
生
月
病
院
の
病

床
調
整
を
検
討
す
る
考
え
方
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
が
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
民
生
活
部
長　

両
病
院
、
病
床
機
能
の

転
換
等
の
実
施
、
検
討
に
つ
い
て
再
検
証
が

必
要
。
佐
世
保
県
北
区
域
の
急
性
期
と
回

復
期
の
病
床
数
は
、
２
，
８
０
４
床
で
地
域

医
療
構
想
で
目
標
と
す
る
２
０
２
５
年
の
病

床
数
は
、
２
，
３
２
７
床
の
た
め
、
４
７
７

床
の
過
剰
と
な
り
、
率
に
し
て
17
％
の
削

減
が
目
標
値
の
目
安
。
生
月
病
院
は
、
現
在
、

60
床
あ
る
病
床
の
規
模
縮
小
、
急
性
期
病

床
の
一
部
を
回
復
期
に
転
換
す
る
な
ど
、
方

向
性
を
令
和
２
年
９
月
ま
で
に
決
定
し
た
い
。

　
　

病
院
局
と
し
て
は
、
再
編
、
統
合
は

加
速
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
局
長　

現
状
で
は
、
再
編
に
つ
い
て
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
。
平
戸
市
民
病
院
は一般

病
床
58
床
の
う
ち
10
床
を
回
復
期
で
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
転
換
し
、
ま
た
、
療
養

病
床
42
床
の
う
ち
13
床
の
介
護
医
療
病
床
を

介
護
医
療
院
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、
規
模
縮

小
を
既
に
し
て
い
る
。
生
月
病
院
の
令
和
元

年
度
の
１
日
当
た
り
の
外
来
患
者
数
は
１
０

２
・
６
人
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
８
・
７
人
、

７
・
８
％
の
減
で
あ
る
。
入
院
患
者
は
平
均

41
・
６
人
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
２
・
７
人
、

６
・
１
％
の
減
で
あ
る
。
病
床
利
用
率
は
平

均
69
・
８
％
で
、
前
年
度
平
均
73
・
8
％
に

対
し
て
４
・
０
％
減
少
。
分
析
結
果
か
ら
生

月
圏
域
内
の
患
者
が
生
月
病
院
を
利
用
し
て

い
る
割
合
は
約
４
割
で
あ
る
。（
社
会
保
険
を

除
く
国
保
、
後
期
高
齢
者
の
過
去
１
年
間
の

診
療
報
酬
明
細
書
件
数
か
ら
割
り
出
し
た
数
）

　

　
　

市
内
へ
の
就
業
が
決
ま
り
、
近
場
に
住

居
を
探
し
て
も
、
物
件
が
な
い
た
め
に
市
外

か
ら
の
通
勤
や
、
最
悪
は
就
業
す
ら
諦
め

て
市
外
転
出
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

公
営
住
宅
は
収
入
の
あ
る
単
身
者
の
入
居

は
難
し
い
。
民
間
物
件
の
少
な
い
地
域
こ
そ

早
急
に
若
者
向
け
住
宅
の
整
備
が
必
要
だ
。

建
設
部
長　

現
在
策
定
中
の
平
戸
市
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、平
戸
北
部
、

田
平
以
外
に
お
い
て
単
身
者
も
入
居
可
能

な
住
宅
整
備
を
検
討
し
た
い
。

総
務
部
長　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
賃
貸
制
度
を
適
用
し

て
、
手
を
入
れ
れ
ば
入
居
で
き
る
物
件
の

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
を
促
し
た
い
。
特
に
登

録
の
少
な
い
地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
不
動
産
業
者
等
と
連
携
し
て
掘
り
起

こ
し
に
努
め
た
い
。

市
長　

公
営
住
宅
で
は
賄
え
な
い
住
宅
需

要
に
対
し
、
普
通
財
産
も
含
め
た
形
の
住

宅
施
策
を
立
ち
上
げ
た
い
。

　
　

起
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
目
指
す
人
た

ち
の
た
め
の
「
養
成
の
仕
掛
け
」
が
必
要
だ
。

短
期
移
住
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
ど
う
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の

起
業
支
援
と
し
て
、
気
軽
に
集
い
、
情
報

収
集
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
有
意
義
。

空
き
家
を
活
用
し
、
先
輩
起
業
者
と
の
意

見
交
換
や
交
流
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

を
検
討
し
た
い
。

　
　

福
祉
部
門
の
「
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
」
と
同
じ
よ
う
に
「
平
戸
市
に
移

住
を
考
え
て
い
る
人
を
ど
う
や
っ
て
定
住
に

向
か
わ
せ
る
か
」
と
い
う
発
想
が
必
要
だ
。

市
長　

御
指
摘
の
と
お
り
。
横
断
組
織
と

し
て
の
意
識
改
革
に
努
め
る
。

　
　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
移
動
販
売
車
を
整
備

す
る
た
め
の
補
助
を
充
足
し
て
は
ど
う
か
？

店
舗
型
に
比
べ
、
投
資
額
が
少
額
で
済
み
、

人
の
流
れ
に
よ
っ
て
販
売
場
所
を
柔
軟
に
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
光
施
設
な
ど
の
賑

わ
い
も
増
す
し
、
買
い
物
難
民
問
題
に
も

役
に
立
つ
。
し
か
し
、
市
の
創
業
支
援
補

助
金
は
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
車
両
購
入
費

は
対
象
外
で
、
車
両
の
改
造
、
装
飾
経
費

だ
け
が
補
助
対
象
で
あ
る
。
店
舗
工
事
と

同
様
に
考
え
て
車
両
部
分
も
補
助
対
象
と

す
べ
し
。
中
古
購
入
し
た
場
合
の
補
助
額

算
定
も
難
し
い
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

移
動
販
売
車
の
購

入
費
の
補
助
対
象
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

市
長　

新
し
い
魅
力
の
発
信
で
あ
り
、
食

を
通
じ
た
絆
の
つ
く
り
方
の
新
し
い
形
だ
と

思
う
の
で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
普
及
の
手
法

や
営
業
範
囲
の
規
制
緩
和
を
考
え
て
い
く
。

QQQQ

近
藤　

芳
人
（
辰
の
瀬
戸
）

●
若
者
の
定
住
促
進
策

　

住　

威
三
美
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
地
域
医
療
と
自
治
体
病
院
に
つ
い
て

QQQQ
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